








































































































































































は総称としての男と女（l’homme et la femme）が主人公であり、そ
の前後の物語はセルジュとアルビーヌという個別の具体的男女（un 





























































































































































































































































































































































































































Emile Zola, Les Rougon-Macquart : histoire naturelle et sociale d'une famille 






（1） B.N.,N.a.f.,Ms.10303,fo56 publié dans « La Fabrique des Rougon-Macquart , 





























Olivier Got,　Les Jardins de Zola, psychanalyse et paysage mythique dans Les 
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Rougon-Macquart, L’Harmattan, Paris, 2002 が詳しい。
（13） 特に花壇部分を巡るとき（pp.1347-1352）に例は多くあらわれる。リストは
膨大になるので省略する。擬人化、建築物についても同様である。
（14）二人は不安のあまり性愛の動作を中断する。おぞましいサボテンは性愛の
裏面に存在するタナトスの表象であり、これに対する不安感は二人の愛が純愛の
段階を越えた時生じ増大していく。
（15）参照。北河大次郎『近代都市パリの誕生』河出書房新社、河出ブックス、
2010、p.38 
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